改訂版「中学校数学２」目標・観点別評価規準例
２年第１章「式の計算」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 式の計算
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 単項式と多項式
A(1)
	p.16，
17
	○単項式，多項式に関する用語を理解し，正しく使うことができる。
	単項式，多項式，項，定数項，次数，1次式，2次式
	○文字式の成り立ちに関心を持ち，単項式，多項式に関する用語を理解して式の考察に利用しようとしている。
	○1年で学んだことを踏まえ，文字式を文字の種類や次数に着目して考えることができる。
	○単項式と多項式の区別ができ，多項式の項をいうことができる。
○単項式，多項式の次数をいうことができる。
	○単項式，多項式，項，定数項，次数，1次式，2次式などの用語の意味を理解している。
	1

	２ 多項式の計算
A(1)
	p.18
～21
	○同類項をまとめる計算を基本として，多項式の加法と減法，多項式と数の乗法，除法などいろいろな計算の方法を理解し，その計算ができる。
	同類項
	○与えられた式を簡単にしようと考え，多項式の加法や減法，多項式と数の乗法，除法などの計算をしようとしている。
	○分配法則を利用して同類項をまとめる方法を考えることができる。
○多項式の加法と減法や多項式と数の乗法，除法を，1年で学んだ1次式の計算をもとにして考えることができる。
	○同類項をまとめることができる。
○多項式の加法や減法，多項式と数の乗法，除法の計算ができる。
○かっこをふくむ式や分数をふくむ式の計算ができる。
	○同類項のまとめ方を理解している。
○多項式の加法や減法，多項式と数の乗法，除法の計算方法を理解している。
	3

	３ 単項式の乗法，除法
A(1)
基本問題
	p.22
～24
	○単項式どうしの乗法，除法や乗法と除法の混じった式の計算方法を理解し，その計算ができる。
	
	○単項式どうしの乗法，除法に関心を持ち，それらの計算や乗法と除法の混じった式の計算方法を考え，その計算をしようとしている。
	○単項式どうしの乗法，除法を，1年で学んだ計算をもとにして考えることができる。
	○単項式どうしの乗法，除法や乗法と除法の混じった式の計算ができる。
	○単項式どうしの乗法，除法や乗法と除法の混じった式の計算方法を理解している。
	2

	４ 式の値
A(1)
確かめよう
	p.25，
26
	○式の値の意味を理解し，単純な式の値や，式を簡単にしてから値を求める方法を知り，それらの計算ができる。
	
	○2種類の文字をふくむ複雑な式の値について，これまでに学んだ知識を使って効率的に値が求められないか考えようとしている。
	○式の値を求めるとき，式を簡単にしてから値を求める方が効率的であると考えることができる。
	○2種類の文字についての式の値を求めることができる。
○最初に式を簡単にしてから式の値を求めることができる。
	○式の値の求め方を理解している。
○効率的な方法として，式を簡単にしてから式の値を求める方法があることを理解している。
	2


② 文字式の利用
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 文字式の利用
A(1)
	p.27
～30
	○文字式を利用することで，自然数に関する性質や図形に関する問題を解決することができる。
	
	○自然数に関する性質や図形に関する問題を，文字式を利用することで解決できないかと考えようとし，それらを説明したり問題を解いたりしようとしている。
	○自然数に関する性質を，文字式を利用して一般的に説明できる。
○図形に関する問題を，文字式を利用して簡潔に解決できる。
	○自然数に関する性質や図形に関する問題を，文字式を利用して一般化することができる。
	○文字式を利用することで，いろいろな事象を一般的に表すことができ，説明がしやすくなることを理解している。
	2

	２ 等式の変形
A(1)
確かめよう
	p.31
～33
	○等式を，見方を変えて目的にあった形に変形することができる。
	解く
	○等式の変形に関心を持ち，目的にあった形に等式を変形しようとしている。
	○1年で学んだ等式の性質を利用して，等式の変形の方法を考えることができる。
	○目的にあった形に等式を変形することができる。
	○「～について解く」という意味を理解している。
○等式を変形する方法について理解している。
	2


２年第２章「連立方程式」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 連立方程式
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 連立方程式と
その解
A(2)
	p.40，
41
	○2元1次方程式とその解の意味を理解できる。
○連立2元1次方程式の必要性とその解の意味を理解できる。
	2元1次方程式，解，連立方程式，解く
	○具体的な数量の関係を2元1次方程式で表すことを考え，表を用いるなどしてその解を求めようとしている。
○連立2元1次方程式の解に関心を持ち，解であるかどうかを確かめようとしている。
	○連立2元1次方程式の必要性について理解し，その解は2つの条件が成り立つ変数の値の組であることを知り，それを求める方法を考えることができる。
	○2元1次方程式の解を求めることができる(無数にある)。
○連立された2元1次方程式に値を代入して，その値が連立方程式の解であるかどうかを確かめることができる。
	○2元1次方程式とその解について理解している。
○連立方程式の意味とその必要性や，連立方程式の解，解くなどの用語の意味を理解している。
	1

	２ 連立方程式の
解き方
A(2)
	p.42
～46
	○連立方程式の解き方を理解し，加減法や代入法によって解くことができる。
	消去する，
加減法，代入法
	○連立方程式の解き方に関心を持ち，加減法や代入法，および，それらのもとになっている考え方を理解しようとしている。
○加減法や代入法を用いて連立方程式を解こうとしている。
	○連立方程式の解き方として，連立方程式を変形して既知の1元1次方程式に帰着させればよいことを考えることができる。
○加減法や代入法の考え方を理解することができる。
	○加減法や代入法によって連立方程式を解くことができる。
	○消去するという用語や，加減法や代入法の意味を理解している。
○加減法や代入法による連立方程式の解き方の手順を理解している。
	3

	３ いろいろな連立方程式の解き方
A(2)
確かめよう
	p.47
～50
	○かっこや分数，小数をふくんだ連立方程式を解くことができる。
○A＝B＝Cの形をした方程式を解くことができる。
	
	○かっこや分数，小数をふくんだ連立方程式の効率的な解き方を考え，解こうとしている。
○A＝B＝Cの形の方程式の解き方を考え，既知の連立方程式の形に変形して解こうとしている。
	○方程式の係数を簡単にしたり，1元1次方程式と関連づけたりすることでいろいろな形の連立方程式を解く方法を考えることができる。
○A＝B＝Cの形をした方程式を，既知の連立方程式に関連づけて解く方法を考えることができる。
	○かっこや分数，小数をふくんだ複雑な連立方程式を解くことができる。
○A＝B＝Cの形をした方程式を解くことができる。
	○かっこや分数，小数をふくんだ連立方程式の解き方を理解している。
○A＝B＝Cの形をした方程式の解き方を理解している。
	3


② 連立方程式の利用
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 連立方程式の
利用
A(2)
確かめよう
	p.51
～56
	○具体的な事象の問題解決に際して，連立方程式を利用して手順にしたがって解くことができる。
	
	○連立方程式を利用することに関心を持ち，具体的な事象の問題解決に生かそうとしている。
	○具体的な事象の数量関係をとらえ，連立方程式をつくることができる。
○求めた解が適切であるかどうかを確かめることができる。
○具体的な事象の問題を，連立方程式を用いて解く手順を考えることができる。
	○問題の中の数量やその関係を，文字を用いた式で表し，それをもとにしてつくった連立方程式を解くことができる。
○具体的な事象についてつくった連立方程式の解が，実際の問題にふさわしい答えであるかを判別できる。
	○連立方程式を利用して，具体的な事象の問題を解決する手順を理解している。
	4


２年第３章「1次関数」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 1次関数
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 1次関数
C(1)
	p.64，
65
	○具体的な事象の2つの数量の関係を調べることで，1次関数の関係を見つけ出し，式に表すことができる。
	1次関数
	○具体的な事象の2つの数量の関係に関心を持ち，それらの中から1次関数の関係を見つけ出し，式で表そうとしている。
	○具体的な事象の2つの数量の関係から，1次関数の関係にあるものを見つけ出すことができる。
○比例の関係が1次関数の特別な場合であると考えることができる。
	○1次関数の関係にある2つの数量x，yについて，それらの変化や対応を調べ，y＝ax＋bという式に表すことができる。
○式で表した関係が，1次関数であるかどうかを判別することができる。
	○1次関数の意味や比例と1次関数の関係について理解している。
○具体的な事象の中には1次関数として表されるものがあることを理解している。
	1

	２ 1次関数の値の変化
C(1)
	p.66，
67
	○1次関数の値の変化のようすを調べることができる。
○1次関数の変化の割合が一定であることを理解し，変化の割合を求めることができる。
	変化の割合
	○1次関数の値の変化のようすについて考え，表を用いることで変化の割合や対応のようすを調べようとしている。
	○1次関数の変化のようすを考察する中で，yの増加量はxの増加量に比例していることを考えることができる。
○1次関数と反比例の関係の変化の割合をそれぞれ求めることで，それらの違いを考えることができる。
	○関数の変化の割合を求めることができる。
	○変化の割合の意味を理解している。
○1次関数y＝ax＋bの変化の割合が一定であり，その値がaに等しいことを理解している。
	1

	３ 1次関数のグラフ
C(1)
	p.68
～74
	○1次関数のグラフが直線であることを理解し，そのグラフをかくことができる。
○1次関数について，表，式，グラフを相互に関連づけながら考えることでグラフの特徴を理解している。
	直線y＝ax＋b,切片，傾き
	○1次関数をグラフに表すことに関心を持ち，グラフのかき方について考えようとしている。
○1次関数のグラフの特徴を，表，式，グラフを関連づけながら調べようとしている。
	○1次関数のグラフと比例のグラフを比べることで，1次関数のグラフのかき方を考えることができる。
○y＝ax＋bのa，bの意味を，表，式，グラフのそれぞれの立場によってどういった意味があるのかを考えることができる。
○xの変域が限られた1次関数について，そのグラフのかき方やyの変域を考えることができる。
	○1次関数のグラフを，平行移動を利用してかくことができる。
○直線の式から，その直線の切片や傾きを求めることができる。
○1次関数のグラフを，切片や傾きを利用してかくことができる。
○xの変域が限られた1次関数のグラフをかくことができる。また，そのときのyの変域を求めることができる。
	○1次関数のグラフのかき方を理解している。
○直線の式，切片，傾きの意味を理解している。
○1次関数のグラフの特徴を理解している。
○xの変域が限られたときのyの変域の求め方を理解している。
	4

	４ 1次関数の式の求め方
C(1)
確かめよう
	p.75
～78
	○グラフや変化の割合，x，yの値，直線が通る2点の座標など，与えられたいろいろな条件から，1次関数や直線の式を求めることができる。
	
	○与えられた条件を用いて1次関数や直線の式を求めることを考え，その式を求めようとしている。
	○1次関数や直線の式を求めるのに，グラフや変化の割合，x，yの値，直線が通る2点の座標など，いろいろな条件によって，それぞれの求め方を考えることができる。
	○グラフの切片と傾きから1次関数の式を求めることができる。
○変化の割合と1組のx，yの値から1次関数の式を求めることができる。
○2点を通る直線の式を求めることができる。
	○与えられたいろいろな条件から，1次関数や直線の式を求める方法を理解している。
	3


② 1次関数と方程式
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 2元1次方程式のグラフ
C(1)
	p.79
～81
	○2元1次方程式を2つの変数の間の1次関数の関係としてとらえ，1次関数の概念で考察することができる。
○2元1次方程式のグラフを理解し，それをかくことができる。
	2元1次方程式のグラフ
	○2元1次方程式をグラフに表すことに関心を持ち，グラフのかき方について考えようとしている。
○2元1次方程式ax＋by＝cについて，a＝0またはb＝0の場合のグラフの特徴とそのかき方を考えようとしている。
	○xとyの2元1次方程式をyについて解き，1次関数として考えることができる。
○2元1次方程式ax＋by＝cについて，a＝0またはb＝0の場合のグラフについて考えることができる。
	○2元1次方程式ax＋by＝cのグラフを，a＝0またはb＝0の場合もふくめてかくことができる。
	○2元1次方程式と1次関数の関係について理解している。
○2元1次方程式のグラフの意味とそのかき方について理解している。
	2

	２ 連立方程式と
グラフ
C(1)
確かめよう
	p.82
～85
	○連立方程式の解と2直線の交点の座標との相互関係を理解し，問題を解決することができる。
	
	○連立方程式の解と2直線と交点の座標の関係について考え，グラフから解を読み取ったり，解からグラフの交点を求めたりしようとしている。
	○連立方程式の解を視覚的にグラフで表すことを考え，それらの間に関連する関係について考察することができる。
	○連立方程式の解を2直線の交点の座標を読み取ることで求めることができる。
○2直線の交点の座標を，連立方程式を解くことで求めることができる。
	○連立方程式の解と2直線の交点の座標との関係を理解している。
	2


③ 1次関数の利用
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 1次関数の利用
C(1)
確かめよう
	p.86
～91
	○具体的な事象を1次関数としてとらえ，問題を解決することができる。
	
	○具体的な事象の問題を，1次関数などのグラフで表すことによって解決しようとしている。
○場合分けの必要な問題を考え，それぞれの場合における数量の関係を式で表そうとしている。
	○具体的な事象の中にふくまれた1次関数の関係を見つけ出し，グラフなどを利用して問題を考えることができる。
○長方形の辺上を動く点の問題において，場合を分ける必要があることを理解することができる。
	○具体的な事象において，1次関数の考え方を用いて変化のようすをグラフに表し，必要な値を読み取ることができる。
○長方形の辺上を動く点の問題において，場合を分けて関数を求めることができる。
	○身のまわりには1次関数の関係としてとらえられる事象があり，1次関数の特徴を用いて考えられることを理解している。
○グラフから必要な情報を読み取り，それを活用することで問題が解決できる場合があることを理解している。
○長方形の辺上を動く点の問題において,場合分けの必要性を理解している。
	3


２年第４章「図形の性質と合同」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 平行線と角
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 直線と角
B(1)
	p.98
～102
	○対頂角の意味と性質，同位角，錯角の意味を理解する。
○平行線の性質，平行線になるための条件を理解し，それらを活用することができる。
	対頂角，同位角，錯角，補助線
	○操作や観察に取り組み，対頂角の性質や平行線の性質，平行線になるための条件などについてその性質を確かめようとしたり，それらを使って角の大きさなどを調べようとしたりしている。
	○対頂角の性質や平行線の性質，平行線になるための条件について予想したことが一般的に成り立つことを演繹的な考察で説明することができる。
○問題を解くために補助線を利用して考えることができる。
	○対頂角や平行線の性質を使って，角の大きさを求めることができる。
○平行線になるための条件を使って，2直線の位置関係を説明することができる。
	○対頂角，同位角，錯角の意味を理解している。
○対頂角の性質，平行線の性質，平行線になるための条件を理解している。
○補助線の必要性を理解している。
	3

	２ 三角形の角
B(1)
	p.103
～105
	○三角形の内角と外角の性質について理解し，それを使って図形の角の大きさを求めることができる。
○鋭角，鈍角の意味を知り，それによって三角形を分類することができる。
	内角，外角，
鋭角，鈍角，
鋭角三角形，
直角三角形，
鈍角三角形
	○すべての三角形の内角の和が
180°であることは，その理由を説明する必要があることに気づき，説明の方法を考えようとしている。
○角の大きさによって三角形が分類できることに関心を持つ。
	○三角形の内角と外角の性質を，平行線の性質を利用して演繹的な考察で説明することができる。
	○三角形の内角と外角の性質を使って，図形の角の大きさを求めることができる。
○角度が与えられた三角形を内角の大きさによって分類することができる。
	○三角形の内角と外角の性質を理解している。
○鋭角，鈍角の意味を理解し，三角形が内角の大きさによって分類できることを理解している。
	2

	３ 多角形の内角と外角
B(1)
確かめよう
	p.106
～109
	○多角形の内角の和や外角の和の求め方を理解し，その性質を使って問題を解くことができる。
	
	○多角形の内角の和や外角の和に関心を持ち，それぞれ三角形に分割したり，内角の和を利用したりするなど既習の内容を生かして考えようとしている。
	○多角形の内角の和を，三角形の性質をもとに考え，一通りだけでなく，いろいろな方法によって求めることができないかを考察することができる。
○多角形の外角の和の求め方を，内角の和を利用して考えることができる。
	○多角形の内角の和を求めることができる。
○多角形の内角の和や外角の和の性質を使って，図形の角の大きさや図形が何角形であるかを求めることができる。
	○多角形の内角と外角の意味を理解している。
○多角形の内角の和の和の求め方を理解している。
○多角形の外角の和が360°であることを知っている。
	3


② 三角形の合同
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 合同な図形
B(2)
	p.110,
111
	○合同な図形を探し出し，記号で表すことができる。
○合同な図形の性質を理解し，線分の長さや角の大きさを求めることができる。
	≡
	○合同な図形に関心を持ち，与えられた図形の中から合同なものを探し出そうとしている。
○合同な図形の性質を使って，対応する線分の長さや角の大きさを求めようとしている。
	○図形を裏返したり回転させたりすることで，合同な図形を探し出すことができる。
	○合同な図形を見つけ出し，記号≡を使って表すことができる。
○合同な図形の性質を使って，線分の長さや角の大きさを求めることができる。
	○図形の合同の意味を理解している。
○合同な図形の表し方や性質を理解している。
	1

	２ 三角形の合同
条件
B(2)
確かめよう
	p.112
～115
	○三角形の3つの合同条件を理解し，それを利用して合同な三角形を見つけることができる。
	
	○2つの三角形が合同になるための条件に関心を持ち，それらの条件を調べようとしている。
○三角形の合同条件を利用して，合同な三角形を見つけようとしている。
	○三角形の3つの辺，3つの角の6要素のうち，どの辺とどの角との組み合わせによって合同かどうかを判定できるのかを考えることができる。
○2つの三角形が合同であることを示すのに，どの合同条件を使えばよいかを考えることができる。
	○三角形の合同条件をもとに2つの三角形が合同であるかどうかを判断し，記号≡を使って表すことができる。
	○三角形の合同条件の意味や内容を理解している。
	3


③ 証明
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１　証明のしくみ
B(2)
確かめよう
	p.116
～123
	○根拠を示しながら筋道を立てて仮定から結論を導くという証明のしくみについて理解し，簡単な証明をすることができる。
○これまでに学んだ基本性質をまとめ，証明の根拠として使うことができる。
	仮定，結論，
証明
	○証明のしくみに関心を持ち，そのしくみや仮定や結論について考えようとしている。
○図形の性質を，三角形の合同条件などを用いて証明しようとしている。
	○仮定やすでに正しいと認められていることがらを根拠にして結論を導き出すことができる。
○仮定から結論を導くために，何を根拠にすればよいかを判断することができる。
	○仮定と結論を区別することができる。
○証明の手順にしたがって，証明を記述することができる。
	○証明のしくみや記述法を理解している。
○仮定，結論の意味を理解している。
○証明の根拠になることがらや性質を理解している。
	4


２年第５章「三角形と四角形」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 三角形
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 二等辺三角形の性質
B(2)
	p.130
～133
	○定義と定理の違いを理解する。
○二等辺三角形に関する性質を理解し，それらを活用することができる。
○正三角形の性質を理解する。
	定義，二等辺三角形，頂角，
底辺，底角，
定理，正三角形
	○二等辺三角形に関する性質を見つけ出し，証明したり活用したりしようとしている。
○正三角形に関する性質を証明しようとしている。
	○二等辺三角形に関する性質や正三角形の性質を見つけ出して調べ，それらをこれまでに学んだ図形の性質を使って証明することができる。
	○二等辺三角形に関する図形の角の大きさを求めることができる。
○二等辺三角形に関する性質や正三角形の性質について，それらを記号を用いて表すことができ，それらの証明の内容を理解することができる。
	○定義と定理の意味を理解している。
○二等辺三角形に関する用語（頂角，底辺，底角）を理解している。
○二等辺三角形，正三角形の定義とそれらに関する性質の意味や内容を理解している。
	2

	２ 二等辺三角形になるための条件
B(2)
	p.134,
135
	○逆の意味と逆の証明の必要性を理解する。
○二等辺三角形になるための条件を理解し，それを使って図形の性質を証明することができる。
	逆
	○ことがらの逆について関心を持ち，考察しようとしている。
○二等辺三角形になるための条件を証明したり活用したりしようとしている。
	○正しいことがらの逆が，いつでも正しいとは限らないことを理解し，逆が正しいことを証明する必要性を感じることができる。
○二等辺三角形になるための条件について，筋道を立てて証明することができる。
	○ことがらの逆をいうことができる。
○二等辺三角形になるための条件を，記号を用いて表すことができ，その証明の内容を理解することができる。
○図形の性質について，記号を用いて表すことができ，二等辺三角形になるための条件を使った証明の内容を理解することができる。
	○逆の意味を知っており，正しいことがらの逆はいつでも正しいとは限らず証明する必要があることを理解している。
○二等辺三角形になるための条件の意味や内容を理解している。
	1

	３ 直角三角形の
合同条件
B(2)
確かめよう
	p.136
～139
	○直角三角形の2つの合同条件を理解し，それらを利用して合同な直角三角形を見つけたり，図形の性質の証明をしたりすることができる。
	斜辺
	○2つの直角三角形が合同になる条件に関心を持ち，三角形の合同条件などを利用してそれらの条件を調べようとしている。
○直角三角形の合同条件を利用して，合同な直角三角形を見つけたり，図形の性質の証明をしたりしようとしている。
	○直角三角形の合同条件を，三角形の合同条件などを利用して考えることができる。
○直角三角形の合同条件を使って，図形の性質を証明することができる。
	○直角三角形の合同条件をもとに2つの直角三角形が合同であるかどうかを判断し，記号≡を使って表すことができる。
○図形の性質について，記号を用いて表すことができ，直角三角形の合同条件を使った証明の内容を理解することができる。
	○直角三角形の合同条件の意味や内容を理解している。
	3


② 四角形
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 平行四辺形の
性質
B(2)
	p.140
～143
	○平行四辺形の3つの性質を理解し，それらを使って図形の角の大きさや線分の長さを求めたり，図形の性質の証明をしたりすることができる。
	対辺，対角，
平行四辺形，□ 
	○平行四辺形の性質を見つけ出し，証明したり活用したりしようとしている。
	○平行四辺形の性質を見つけ出して調べ，三角形の合同条件などを使って証明することができる。
○平行四辺形の性質を使って，図形の性質を証明することができる。
	○平行四辺形の性質について，記号を用いて表すことができ，その証明の内容を理解することができる。
○平行四辺形に関する角の大きさや線分の長さを求めることができる。
○図形の性質について，記号を用いて表すことができ，平行四辺形の性質を使った証明の内容を理解することができる。
	○平行四辺形に関する記号や四角形の用語(対辺，対角)を理解している。
○平行四辺形の定義とその性質の意味や内容を理解している。
	2

	２ 平行四辺形に
なるための条件
B(2)
	p.144
～147
	○平行四辺形になるための4つの条件と定義を理解し，それらを使って図形の性質を証明することができる。
	
	○平行四辺形になるための条件を見つけ出し，証明したり活用したりしようとしている。
	○平行四辺形になるための条件を見つけ出して調べ，それらを証明することができる。
	○平行四辺形になるための条件を，記号を用いて表すことができ，その証明の内容を理解することができる。
○図形の性質について，記号を用いて表すことができ，平行四辺形になるための条件を使った証明の内容を理解することができる。
	○平行四辺形になるための条件の意味や内容を理解している。
	3

	３ 特別な平行四辺形
B(2)
	p.148
～150
	○長方形，ひし形，正方形の定義を理解し，それらの性質をまとめたり，活用したりすることができる。
	長方形，ひし形，正方形
	○長方形，ひし形，正方形の定義や性質について理解し，まとめようとしている。
○四角形の分類に関心を持ち，平行四辺形の一部である長方形，ひし形，正方形の相互関係を理解しようとしている。
○長方形，ひし形，正方形の性質を，図形の性質の証明に活用しようとしている。
	○長方形，ひし形，正方形の定義から，これらを平行四辺形の一部として考え，相互関係を考察することができる。
○長方形やひし形の対角線の性質を証明することができる。
	○長方形，ひし形，正方形の定義や性質をいうことができる。
○長方形，ひし形，正方形の対角線の性質の証明の内容を理解することができる。
	○長方形，ひし形，正方形の定義や性質，相互関係を理解している。
	2

	４ 面積が等しい
三角形
B(2)
確かめよう
	p.151
～153
	○平行線と三角形の面積の関係について理解し，それを活用することができる。
○面積が等しい三角形について理解し，それを活用することができる。
	台形
	○面積が等しい三角形に関心を持ち，どのような条件があれば2つの三角形の面積が等しくなるのかを考えたり，面積の等しい図形をかいたり(等積変形)しようとしている。
	○平行線と三角形の面積の関係を導くことができ，それを使って図形の性質の証明をすることができる。
○面積の等しい図形に変形する方法を考えることができる。
	○平行線と三角形の面積の関係から，面積の等しい三角形を見つけたり，面積が等しい図形に変形したりすることができる。
○底辺の長さと高さが等しい三角形を考えることで，面積の等しい三角形を見つけ出すことができる。
	○台形の定義を理解している。
○平行線と三角形の面積の関係を理解している。
○底辺の長さと高さが等しい三角形の面積は等しいことを理解している。
	2


２年第６章「確率」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 確率
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ ことがらの起こりやすさ
D(1)
	p.160,
161
	○ことがらの起こりやすさを，実験や観察の結果を使って，数で表すことができる。
	
	○ことがらの起こりやすさを考えるために実験を行おうとしている。
○起こりやすさを数によって表すことに関心を持っている。
	○実験の結果から，ことがらの起こりやすさには違いがあると予想できる。
○起こりやすさの傾向を数で表す方法について考えることができる。
	○ことがらの起こる割合を求めて，それを表にまとめることができる。
	○ことがらの起こりやすさが，いくつかのことがらの起こる割合から説明できることを理解している。
	1

	２ 確率
D(1)
	p.162
～165
	○各場合の起こることが同様に確からしい実験や観察において，確率を求めることができる。
	確率，同様に確からしい，樹形図
	○確率の意味や確率の性質に関心を持ち，確率の大小とことがらの起こりやすさとの関係について考えようとしている。
	○同様に確からしいという条件のもとでは，実際に実験や観察を行わなくても確率が求められることを理解している。
	○各場合の起こることが同様に確からしい場合について確率を求めることができる。
	○同様に確からしい の意味を理解している。
○各場合の起こることが同様に確からしい場合について，確率の求め方を理解している。
	3

	３ いろいろな確率
D(1)
確かめよう
	p.166
～171
	○表や樹形図などを利用して，起こりうる場合を求めることができる。
○確率の性質を利用して，起こらない確率を求めることができる。
	
	○起こりうる場合を正しく求めるために，表や樹形図を利用して整理しようとしている。
○起こらない確率やくじを引く順番と確率などのいろいろな確率の求め方に関心を持ち，それらを求めようとしている。
	○起こりうる場合を求めることにより，同様に確からしい場合について確率を考えることができる。
	○表や樹形図を利用して，起こりうる場合や確率を求めることができる。
	○起こりうる場合から確率を求める方法を理解している。
○起こらない確率を求める方法を理解している。
	4


1

